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岡山県に お ける ス ギ ・ヒ ノ キ科花粉 の 供給地域 と飛散動態 の 推定
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　 ス ギ ・ヒノ キ科花 粉症 の 患者 の た め に ， 年間 の ス ギ ・ヒ ノ キ科総花粉数を予測 し情報提供す る こ とは

重要な こ とだと思 われる．岡山県では ， 年間の ス ギ ・ヒ ノ キ科花粉数 は ， 前年 7 月の気象条件に左右 さ

れ る こ と を す で に報告 し た．

　今回われわれは ， 岡山県内 4 花粉観測地区で得 られたス ギ ・ヒ ノ キ科花粉数と岡山県 を含め た 近隣 4

県の 14 気象測候所の気温 ， 最多風 向 ， 降水量 などの気象デー
タおよび地勢図 か ら， 岡山県へ の ス ギ ・ヒ

ノ キ科花粉 の 供給地域 と飛散動態 に つ い て推定した．

　その 結果， 津山測候所の各種気象条件 （前年 7 月 の 平均気温値 ， 日最高気温平均値 と降水量）と県内

4 花粉観測 地 区 の ス ギ ・ヒ ノ キ科花粉数との問で高 い 相関関係が認 められた．そして ， 最多風向 か ら花粉

供給地域は岡山県内のスギ ・ヒノ キ全植林面積の 85．7％ を占める津山地域 を中心 と した県 中北部であ

り ， 高梁川 ， 旭川 ， 吉井川 の 3 大河川 に そ っ て 岡山県内 に 拡散し て い る こ とが推定 された．
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は じめ に

　現在，ス ギ花粉症患者は全人 口 の 10％ 以 上 で あ り，

花粉症患者 の 80％ と報告 さ れ て い る ⊥），さ らに ，
ス ギ

花 粉と ヒ ノ キ科 花粉と は共通抗原性 2）3）が あ る こ と も

報告 され て い る ため，ス ギ ・ヒ ノ キ科花粉 の 年間総飛

散数 を予測 し，情報提供す る こ と は 予防医学の うえか

らも重要な こ とだ と思われる．

　こ の よ うな 背景 か ら，岡 山県で も 1988年よ りス ギ ・

ヒ ノ キ科空 中花粉数 （以下花粉数）を観測 し，マ ス メ

デ ィ ア を通 じて 情報提 供 を始めた 4）．年々 花粉観測施

設が充実し，現在で は 岡山県，広島県，III口県，香川

県，愛媛県 にまたが り 35施設 とな っ て い る．

　今回わ れ わ れ は，観測年数の 長い 岡1．1．1県内 4 地区の
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AbbreViatio 皿 s ：AMeDAS 　 automated 　meteorologi −

cal 　data　acquiR ．　ition　syste 皿 ；血a 　hecta「e

ス ギ ・ヒ ノ キ科花粉数，岡山県と近隣の 兵庫県，鳥取

県，広島県，香川県 の 14気 象測候所 （以 下 測候所）の

AMeDAS 気象デ ータ，地勢図，ス ギ
・ヒ ノ キ植林面積

をもとに ス ギ
・

ヒ ノ キ科花粉の 供給地域 を推定 し，花

粉 の 飛散動態に つ い て 若
．
1：の 知見を得た の で報告す

る．

方 　法

1） ス ギ ・ヒ ノ キ科花粉 の 捕集方法

　ス ギ
・ヒ ノ キ科花粉 の 捕集は ，ダ

ーラ ム 型捕集器5＞

を使用 し，2 月上旬か ら 5 月中旬 まで行 っ た．ワ セ リ ン

で 塗布 した ス ラ イ ドグ ラ ス を，原則 として毎朝 8 時半

に交換 し た 後，カ ル ベ ル ラ 液61で 染色 し，18mn1 角

（3．24cm2 ） カ バ ーグ ラ ス で 封 じて 顕鏡 した．計測 した

花粉は，lcm2 あ た りの花粉数に換算 して 表し た．

2）花粉観測地区と，AMeDAS 気象デ
ータ を使用 した

地方気象台
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匚：］ 0〜200m

匚コ 200 〜600m

匿鐘璽 600〜1400m
鬮鬮囿1400〜2000m

｛a｝↑akahashi 　River
〔b〕Asahi　 River
（c）Yoshii　 River

（d）Tenjin　River
（e ）Ashida　River

｛f｝lbo　River

Weather 　 Stations

　  Niimi

　  Kuse

　  Tsuyama

  Okayama

　  Kurashiki

  Wake

  Kurayoshi
  Shoubara
  Fuchu
  Muraoka

  lchinomiya

  Saita

  Tadotsu

  Takamatsu
Four　observation 　sites

　OOchiai　site　in　the　central 　northern 　area （Ochiai　Hospita【，　Yamamoto 　Pharmacy ）

  Okayama　site　in　the　central 　southern 　area （Okayama　University　of　Science）

　  Kojima　site　in　the　southern 　area （Kurashiki　Municipal　Kojima　Shimin　Hospital
，
　Kouhara　Kinkai　Hospital）

．  Wake　site　in　the　south 　 eastern 　 area （Kitagawa　Hospital）

　　　　　　　 Fig．ユ．　Four　observati （，n　sites 　of　Cryptomeria　J
’
aponica 　and 　Cupressaceae　in　Qka−

　　　　　　 yamaPrefecture ，　fourteen　weather 　stations 　alユd　the 　t〔｝pographical　Inap 　of　Okayama

　　　　　　 and 　four　neighhoring 　Prefectures．

　Fig．1　に ，岡 ［］．1県 お よ び近隣 4県 の 地勢図 に加え，

岡山県内の 4 花粉観測地区 と 県内外 の 14測候所 の 位

置関係を図示した．各花粉観測地区と測候所の所在地

は，次 の よ うである．

岡山県の花粉観測地区

　0 落合 ：岡山県中北部，真庭郡落合 町 （落合病院，

山本薬局 ：1990〜1998 年）

　  岡山 ：岡山県中南部，岡山市理大町 （剛 1．［理科大

学 ：1985〜1998 年）

　  児島 ：岡山県南部 ， 倉敷市児島 （倉敷市立児島市

民病院，神原琴海病院 ： 1989〜1998年）

　0 和気 ： 岡山県南東部 ， 和気郡和気町 （北川病 院 ：

1989〜1998年）

岡山地方気象台 7）

　  新 見 ：岡山県新見市，  久世 ：岡山県真庭郡久世

町，  津［L：： 剛 li県津山市，  岡山 ：岡山県 岡山市，

  倉敷 ；岡山県倉敷市，  和気 ：岡山県和気郡和気 町

鳥取地方気象台8）

　  倉吉 ：鳥取県倉吉 市

広島地方気象台 9）

　  庄原 ：広島県庄原 市，  府中 ：広島県府中市

神戸海洋気象台
］ω

　  村岡 ：兵庫県美方郡村岡町，  
一

宮 ：兵庫県宍粟

郡
一
宮町

高松地方気象台 lll

　  財出 ：香川県三豊郡財田 町 ，   多度津 ：香川県仲
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多度津郡多度津町，  高松 ：香川県高松市

3）各種気象条件

　風向の 調査 に 関 して は，年間の ス ギ ・ヒ ノ キ 科花粉

数を検討 して い る た め，花粉情報標準化委員会 で合意

され た ，1 日の 花粉飛散数 が多 い （30〜49 個／cm2 ），
以

一Lの 日 の 最多風向を使用 した 12）．

　岡 山県 内の 最多風 向は ， 各花粉観測地 区で ／994−

1998年 まで の 凵 々 の ス ギ
・ヒ ノ キ科 花粉 が ， 30 個／

cm2 以 上 飛散 した目の 最多風 向 を用 い た．岡山県以 外

で は ， 県内 4花粉観測地 区の い ず れ か 1 カ所 で 30 個／

cmZ 以 上 飛散 した 日の 最多風向 を用 い た．

　気象条件 に 関 し て は，岡 lil県 と近隣 4 県 の 14 測候所

の 6 月か ら 9 月まで の 平均気温値 ， Fi最高気温 平均値，

降水量 につ い て 検討 した．

結 　果

　 Table　1 に ，岡 山 県内 4 花粉観測 地区 の ス ギ ・ヒ ノ

キ科花粉数 ， 1984年か ら 1998年まで の 7 月の 日最 高

気温平均値お よび降水量 を示 し た．4 花粉観測地 区 の

ス ギ
・ヒ ノ キ科花粉数 ， 岡山地区 の ス ギ花粉数と ヒ ノ

キ科花粉 数は，年度に よ っ て著 しい 変動を示 した．特

に，県中北部 の 落合地 区はそ の 傾 向が強 く，1995年 の

花粉飛散数は，1994年 （268個／cm2 ）の 237倍となる

63335個／cm2 で あ っ た．

　4 花粉観測地区の 1990年か ら 1998年ま で の 平均花

粉数は ，落合地区が最 も多 く，／0278個／cm2 で あ っ た．

以下 ， 和気地 区 （2652個／cm2 ），児島地 区 （2301 個／

cm2 ）そ し て 岡山地区 （2023 個／cm2 ）で あ っ た ．

1）岡山県と近隣 4県 の ス ギ ・ヒ ノ キ植林面積 i）／3｝

　剛 i亅県，兵庫県，鳥取県，広島県 ， 香川県の ス ギ ・

ヒ ノ キ の 植林面積を比較する と，Fig，2 に示 す ように

兵庫 県 （190468　ha），岡 lll県 （／45038ha），広 島 県

（130074ha ），鳥取県 （84962　ha）そ して香川県 （10989

ha）の 順 で あっ た ．兵庫県と鳥取県 は ， それぞれ ス ギ

の 植林面積が優位 と な っ て い た が ，岡 山 県 ，広 島県 ，

香川県は ヒ ノ キ の植林而積が優位 で あ っ た．

　岡山県 に おける ス ギ ・ヒ ノ キ植林面積は，中国山地

に 位置す る津山地域 を中心 とした 阿新，真庭地域 の 岡

由県中北部が 全植林面積 の 85．7％ を占め て い た．特に

津山地域は，岡山県 の ス ギ ・ヒ ノ キ 全植林面 積 の 29，4

％ を占め て い た．
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Shi

H1

　 ・Tottori　Prefecture　　　　 84，962　ha

　 　 C「yptomeriajaPOI ］ien　　　　　60，112ha

　 　 Cba皿 aecyparis 　obt ロ sa 　　　　　24，850 　ha

　
・Hyogo 　Prefecture　　　　　190 ，468 　ha

　 　 Cryp 亡omeria ／apon ゴca 　　　　　105，831 　ha

　 　 Chafliaecyparjs　ob 亡usn　　　　　　84，637　ha

　 ・Hiroshima　Prefecture　　　130p74 　ha

　 　 Cl’Ypto 皿 eriajapenica 　　　　　49．854　ha

　 　 （］hamaecyparis　obt 匸isa　　　　　80，22Q　ha

　
・Kagawa　Prefecture　　　　lO ，989　ha

　 　 C「yρ亡ρ皿 erla ゴaponiea 　　　　　　　］，68．d　ha

　 Ch 。 皿 aecyp 、 ．、。 め 亡。 s， 　 　 9．3。5　h、

a ∫apo ηfca

匚：：：コ　Clla刀置aec アparfs　obtusa

・Okayama 　Prefecture　　 145，038ha

　 Cryp 亡o 皿 er ゴa　japonicn　　　　　37，964　ha（26％）

　 Chamaecyparis 　o わ亡use 　　　 107，〔〕74　ha（74％）

　 Northern　areas 　　　　　　T24，3ユ6ha （85．7％）

　 　 　 Tsuyama 　　　　　　　42 ，677 　ha

　 　 　 Maniwa 　　　　　　　　　　32，778　ha

　 　 　 Ashin　　　　　　　　 27，792　ha

　 　 　 Shouei　　　　　　　　　 21．069　ha

　 Oヒherareas　　　　　　　　　　　20，722　ha 〔14．3％）

　 　 　 Takahashj　　　　　　 8．464 　ha

　 　 　Okayarna　　　　　　　　　5，633 　ha

　 　 　 Toubi　　　　　　　　　 31704　ha

　 　 　Ikasa　　　　　　　　　　　　1，964 　ha

　 　 　 Kurashikl　　　　　　　　　　　954ha

　Fig．2．　 Distribution　map （）f　the　ptanration　areas 　of　Cryptotneri”　iaponica　and 　Cha−

muecypu 厂is　obtut 　a　of　Qkayamaand 　four　neighboring 　prefectures，

2）最多風向と地勢図

　1994 年か ら 1998年まで の 5 年間に，岡山県内の 各

花粉観測地 区で 30個／cm2 以 上 観測 され た 日数 は，落

合地区 77 日 （3月 ：39 日 ， 4 月 ：38 日）， 岡［11地区 56

日（3 月 ：26 口，4 月 ：30 口），児島地区 60 日（3 月 ：

40 口 ， 4 月 ：20 凵）， 和気地 区 62 日 （3 月 ：31 日 ， 4

月 ：31 目）で あ っ た ．また，岡山県内の い ずれ か の地

区で 30個／Cm2 以 ヒ観測 され た と きの
， 他県 の 測候所

の 日数は 99 日であっ た．年度別で は，過去最大飛散年

の ユ995年が落合地区 47 目（3 月 ：23 凵，4 月 ：24 日），

岡山地区 47 日 （3 月 ：22 日 ， 4 月 125 日）， 児島地区

42 日 （3月 ：25Ll ，4 月 171 ［），和 気 地 区 48 「【 （3

月 122H
，
4 月 ：26 日）と 61％ 以 上 を占め て い た．Fig．

3 に，岡山県内外の 5年間の 最多風向を，3 月と 4 月を

合計 した ⊥6 方向位 で 示 した ．

　岡山県 は ， 県北部 に標高 1400rn以上 の 中国山地 が

横たわ り，そ こ を源流 として 北か ら南に 向か っ て 高梁

川 ， 旭川 ， 吉井川 の 3大河川が岡山平野に流れてい る．

高梁川，旭川 の ヒ流 に 位 置する新見，久世 の 各測候所

の 最多風 向は
，
1 番 目 と 2 番 目に 多い 風 向 と して

， 新見

（WNW ：21 日 ， NW ：／8　H）， 久世 （NNW ：25 日 ， N ：

15 囗）で あり，北西 よ りの 風と な っ て 河川ぞ い に 岡山

平野 に 吹 い て い た．津山測候所は特徴的で ， 津山盆地

を東西に 流 れ る吉井川 に そ っ て ，ほ ぼ 西北西 の 風 と

な っ て い た．吉井川 は
， 津山盆地 を流れ た あ と南下 し

て和気町に向か っ て い る．和気測候所の最多風向は，

北北東 と北東が全体 の 63％ を占 め て お り，川ぞ い に岡

山乎野に吹い て い た．高梁川，旭川の 下流 に位置する

倉敷，岡山測候所 の 最多風向は，倉敷 （SW ：14 日，

NE ：10 凵）， 岡山（ENE 二16　H ，
　 NNE ：8 日）で あ り，

和気測候所 と同様に東よ りの 風 とな っ て い たが ，倉敷

測候所 で は 南西 の 風 も多か っ た．

　他県 の 測候所の 最多風向は，兵庫県の 村 岡（NW ：44

日，SSE ：30 日），
一
宮 （NNE ：39 日，　 N ：19 日）で

あ っ た．兵庫 県北部 の 村岡 と岡山県 との 問 には中国山

地があ り，最多風向も北西 と南南東が主 で ある こ とか

ら岡山県方向には吹い て い な い ．揖保川 上 流にあ る一

宮測候所 の 最多風向は，北北東か ら北 で あ り揖保川に

N 工工
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Weather Stations
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 Fig. 3. Most  [requent wind  direction at  fourteen weather  stations  of  Okayama

and  four neighboring  prefectures from February  t.o April (1994- 1998) when  Cryp-
                                    '

tomeria J'aponica and  Cupressaceae po[len coGnts  exceecled  30fcm2  at  four observa-

tion sitcs  in Okayama  Prefect.ure.
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Table　2　Comparison 　between 　Tsuyama 　and 　Okayama 　weat 紅er 　stations 　regarding 　the　correlatiQn

　　　　 between　each 　of　t．hc　pollen　counts 　and 　mcan 　maximum しempcrature ［n 　each

　　　　　　　　 　　　 previous 　mollth 　fr〔〕m 　Julleしo　September

T 臼uyama 　weather 　sta τion Okayama 　weather 　stati  n

Mean 　 maximum 　 temperature

三neach 　previous　m 〔，nth
JuneJulyAugustSeptemberJUIleJulyAugustSepternber 冂

r r r r r r r r

Ochiai　observation 　site O．420O ．860 ＊ 半 0．546 0．489o ．41⊥ 0．758 ＊ 0，463 0，666 9

Okayama 　observatbn 　site0 、4080 ．90ユ ＊ ＊ ＊ ＊ 0．523 0．3500 ．4390 ．796 ＊ ＊ 宇 0．488 0．51214
Aし

KQIilna　observatbn 　site05180 ．901 ＊ ‡ ＊ 0．599 0，498O ．5050 ．816 半 ＊ 0．530 0．686 ＊ 10

Wake 　observation 　site 0．4800 、880 串 ＊ ＊ 0．588 0．5000 ．459078 野
＊ 0．468 O．680 ＊ 10

Otcr 0．42Q0 ．923 ＊ ＊ ＊ ＊ 0．643＊ 0．4690 、4530 ．829 ＊ ＊ 0．534 0．657 ＊ ll

Otcu O．425o ．898 ＊ 牌 O．6〔｝5 ＊ 0．4640 ．4660 ．810 串 ＊ 0．537 0．6d5 歌 11

　
＊

p ＜ 0．05 　
＊ ＊

p く 0．Ol　
＊ ＊ ＊

p ＜ 0、001 　
＊ ＊ ＊ ＊

p ＜ 0．0001

　Abbreviations ： At ； c ⊂〕rrelation 　 be亡ween 　 totat　 pollcn　 counts 　 of 　 b〔）th　 Cryρtomeria ／
aponiccr 　 and 　 Cupressaceae 　 at 　 the　 f〔〕ur

observations 　sites　aIkd　mean 　maximurn 　tempcrature 　in　Okayarna　prefccture，　Otcr；correLation 　between　Cryptomeriaノ岬 oπゴc認 po“en

coullts 　at　the　Okayama 　sitc　and 　 mean 　maxhnum 　temperaturc ，　Otcu ； corrclation 　betwcerl　Cupressaccao　potien　cQ しmts 　 at　thc

Okayanユa 　site 　and 　mean 　 maximum 　temperature ．

そ っ て い た．岡山県の 北部に位置す る鳥取県で は，倉

吉 （S ：44 日，NE ：13 日）と なっ て お り，中国 山地 に

遮 られ て い る．広島県の 2 測候所で は ， 庄原 （WNW ：

35 日 ， S ：10 日〉，府 ）｛
．1（NW ：i7 日，W ：14 目〉で あ っ

た．庄源測候所 の 最多風向 は 西北 四で あ っ たが ，岡山

県と広島県の県境に は ， 広島県側に標高 600〜1400m

の 吉備高原 の
一一

部があ り，こ の 高原 に 遮 られ て い る．

府中測候所の 最多風向は ，北西か ら西 で あ り芦田 川ぞ

い に瀬戸 内海に吹い て い た．香川県の 各測候所で は，

財 田 （W ：39 日 ， WSW ：23 日）， 多度津 （WSW ：23

凵 ， N ；19 凵），高松 （WSW ：27 日，　 N ：16　H ）と，

讃岐山脈に そ っ て 西か ら西 南西 と な っ て お り岡山県へ

は ほ とん ど吹い て い ない ．逆 に多度津 ， 高松へ は 北か

らの 風 も吹 い て い た ．

3）平均気温値 ， 口最高気温平均値

　岡山県内の 各花粉観測地区 で得 られた ス ギ ・ヒ ノ キ

科花粉数 と岡山地区 の ス ギ 花粉数 お よ び ヒ ノ キ 科花粉

数は ， 14測候所の 前年 7 月の 平均気温値 ， 前年 7 月の

日最高気温平均値 との 間に，他 の 月に 比較 して 高 い 相

関関係が認め られた （落合地区 の 花粉 数 の み ， 鳥取県

倉吉の 日最高気温平均値 との 間 に相関関係 は認め られ

な い ）．

　平均気温値 で は，14測候所 の 各月 の 平均気温値 の 中

で，広 島県府中測候所 の 前年 7 月 の 平均気温値 と岡山

県内 4 花粉観測地区の ス ギ
・ヒ ノ キ科花粉数，岡 山地

区 ス ギ花粉数 とヒ ノ キ科花粉数，それぞれ との 間に最

も高い 相関関係が認 め られ た （落合地区 ： FO899 ，岡

山地区 ：r−・O．909，岡山地区 ス ギ花粉 数 ：r； O．912， 岡山

地 区 ヒ ノ キ科花粉数 ：r＝0．939，児島地区 ：r＝0．900，和

気地区 ：r・＝O．878）．また ，津 山湖候所 の 平均気温値と

は ，2番 目に 高 い 相関関係 が 認 め られ た （落合地区 ：r

＝0．857，岡山地 lx：lr・　O．873，岡 山地 1メ：ス ギ 花粉数 ：r＝

0．891，岡山地区 ヒ ノ キ科花粉数 ：r＝O．888，児島地区 ：r

＝0．882，和気地区 ：r＝0．857）．

　 日最高気温平均値に関して は，津山測候所の 前年 7

月 の 目最高気温平均値と， 県内 の 花粉観測地区の ス ギ

・ヒ ノ キ科花粉数との 問で 最も高い 相関関係が認め ら

れ た．しか し，岡由地区の ス ギ花粉数お よ び ヒ ノ キ科

花粉数は ， 兵庫県の
一
宮測候所の前年 7月の 日最高気

温平均値 との 相関が 最も高 く （ス ギ花粉数 r置0．927，ヒ

ノ キ科花粉数 r＝0．903）， 津 山測候所 の 前年 7 月 の 日最

高気温平均値 は 2番目で あ っ た．

　平均気温値と 凵最高気温平均値の 巾 で，相関係数が

低 い 測候所 の 順 に ， 鳥取県の 倉吉 ，香川県の 高松 で あっ

た．岡山県内 の 平野部に あ る倉敷 岡山の 測候所 もこ

れ に次 い で 相関係数は低か っ た．各地区の ス ギ
・ヒ ノ

キ科花粉数 と，津山お よび岡山測候所 の 日最高気温平

均値 と の 相関閧係 の 比 較 を Table　2 に 示 し た。各地 区

における ス ギ ・ヒ ノ キ科花粉予測数 （Y）と津 山測候所

の 前年 7 月 の 日最高気温平均値 （a）との 相関関係 は次

の よ うである．

　 ・
落合地区 （ス ギ

・ヒ ノ キ科花粉数）

N 工工
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Table　3　Comparison　between　Tsuyalna　a1ユd　Okayama 　weather 　stations　regarding 　the　correlation

　　　　　　　　 between　each 　of　the　pollen　counts 　and 　precipitation　in　each

　　　　　　　　 　　　 previous 　month 　from　June　to　September

Tsuyarlla　weather 　statk 〕n Okayama 　weather 　s毛ation

Precipitatiomn　the

prcvi  US ［nonth
JuneJuiyAugUS 亡 SepteInberJUIIeJulyAugustSeptembern

r r r r r r r r

Ochia［observatkm 　slte
一

〇．361 一
 ．744 ＊ 一

〇、298 一
〇．054 一

〇、432 一
〇．348 一

〇2690 、055 9

Okaya正n 訌 ubservatioII 　site
一

〇．349 一
〇．694 ＊ ＊ 一

〇2730 、」3】
一

〇．334 一
〇．36ア 一

〇．1990 ．22214
ApKojima

　observat ［on 　s二te 一
〇、3⊥9 一

〇．767 ＊ ＊ 一
〇．325 一

〇．D78 一
〇391 一

〇，433 一
〇，2460 ．18ユ 10

Wake 　observatiOn 　site
一

〇283 一
〇．784 絆 一

〇2770 、D33 一
〇．359 一

〇．428 一
〇．1960 ，13210

Opcr 一
〇、323 一

〇．783 ＊ ＊ 一
〇．3480 ．113 一

〇．346 一D、495 一〇．2200 ．22211

Opcu 一
〇．340 一

〇．717 ＊ 一
〇．3510 ．057 一

〇、386 一
〇．369 一

〇．2740 ．187ll

　
＊

p ＜ 0．05　
＊ ＊

p 〈 0．Oi

　Abl 〕reviatk ）ns 　： Ap 　； correlati （】n 　between 　t【〕taL　Pollen　counts 　of 　both　Cry尸Lomeria ／aponica 　and 　Cupressaceae　at 　the　follr

observations 　sites 　and 　precipitation［n 　Okayama 　Prefecture、　Opcr ；correlation 　betwcen 　Crypto’meria ／apesticza 　pollen　counts 　at　the

Okayama 　site　and 　precipitatiol1，0pcu；correlatioll 　betwcen　Cuprcssaceue　pollcn　coul ユts　at 亡he　Okaya皿 a　site　and 　prec三pitation．

　 　 Y ＝＝9123．2a − 260477

　　r ＝ 0，860，　p＜ 0．Ol，　n ＝ 9

　 ・岡山地区 （ス ギ ・ヒ ノ キ科花粉数）

　 　 Y ＝1135．7a − 31796

　　r
＝0．901，P〈 O．OOOI，　 n ＝14

　 ・岡由地区 （ス ギ花粉数）

　　 Y ＝・627a − 17511

　　r ＝0．923，　p＜ 0．0001，　n ＝11

　 ・岡山地 区 （ヒ ノ キ科花粉数）

　 　 Y ＝536．3a − 14998

　　 r ＝0．898，p＜ 0，001，　n ＝11

　 ・児島地区 （ス ギ ・ヒ ノ キ科花粉数）

　　 Y ‘1410．3a − 39491

　　r ＝0．901， 尸く 0．001，　n ＝ユ0

　 ・和気地区 （ス ギ ・ヒ ノ キ科花粉数）

　 　 Y ；　1658．7　a
− 46464

　　r ＝0．880， P＜ 0．001，　 n ＝10

4）降水量

　各花粉観測地区の ス ギ ・ヒ ノ キ科花粉数 岡山地区

の ス ギ花粉数お よ び ヒ ノ キ科花粉数と前年 7 月の 降水

量 と の 間 に 負 の 相 関関係が認 め ら れ た．特 に
， 岡山県

中北部の各気象測候所 ， 兵庫県の 村岡 や
一・

宮測候所 ，

鳥取県の 倉吉測候所で は，よ く相関して い た．最 も負

の 相関関係が強 く認め られたの は，津山測候所 の 前年

7 月 の 降水量 で あ っ た（岡山地 区の ス ギ花粉 数の み ， 兵

庫県一一宮測 候所の降水量 との 間 に最も高い 相関関係が

認め られた。r ＝− 0．783）．中国山地 の 各測候所 の 前年

7 月の 降水量 とも， よい 相関関係が認められたが ， 岡山

県内平野部 の 倉敷や 岡 山 測候所，広島県 や香川 県 の 測

候所 で は，相 関関係は認め られない か，認め られて も

低 か っ た．Table　3 に，ス ギ ・ヒ ノ キ科花粉数 と津 山お

よ び 岡山測候所 の 6 月か ら 9月まで の 降水量 と の 相関

関係を示す。それぞれ の 地区にお けるス ギ ・ヒ ノ キ科

花粉予測数 （Y）と津山測候所の 前年 7 月の 降水量 （b）

との 相関関係 は 次 の ようで ある．

　 ・落合地区 （ス ギ ・ヒ ノ キ 科花粉数＞

　 　 Y ＝− 140．3／b＋44343

　　 r ＝＝− 0．744，　p〈 0．05，　n ＝＝9

　 ・岡山地区 （ス ギ ・ヒ ノ キ科花粉数＞

　　 Y 噐一13．3b ＋5068

　　r ＝− 0．694，　p〈 O．Ol，　n ＝14

　 ・岡山地区 （ス ギ花粉数）

　　 Y ；− 9．34b ＋3354

　　r ＝− 0．783，　p〈 O．Ol，　n ＝11

　 ・岡山地区 （ヒ ノ キ科花粉数＞

　 　 Y ＝＝− 7．52b ＋2731

　　 r
＝− 0．717，　p＜ O．05，　n ＝ll

　 ・児島地区 （ス ギ ・ヒ ノ キ科花粉数）

　 　 Y − − 22．05b ＋7535

　　r ＝− O．767，P〈 0．Ol，　 n ；10

　 ・和気地区 （ス ギ ・ヒ ノ キ科花粉数）

　 　 Y ＝− 27．工lb ＋9133

　　r ＝− O．784，　p＜ O．Ol，　n ＝10
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考　察

　岡山県と近隣 の 兵庫県，鳥取県，広島県と香川県の

ス ギ ・ヒ ノ キ植林面積，地勢図 ，
14 測候所 の 最多風向

を含め た 各種気象条件をもとに ， 剛 1［県 に ス ギ
・

ヒ ノ

キ科花粉 を供給 して い る 地域を推定し，ス ギ ・ヒ ノ キ

科花粉 の 飛散動態につ い て検討 し た．

　岡山県中北部の 落合地 区 （真庭郡落合町） の ス ギ ・

ヒ ノ キ科花粉数に影響を及ぼすと考えられ る の は ， 兵

庫県 の 北部，鳥取県，広島県の 北部で あ る．兵庫県は，

今 li9検討 した 5 県の うちで最大 の ス ギ
・ヒ ノ キ植林而

積を有 して い た．しか し，兵庫県北部の 村 岡測候所 の

最多風向 が 北西 と南南東 で あ り，中 国 山 地 に 遮 られ て

い る こ となどか ら，兵庫県北部 よ り岡山県方面 の 花粉

飛散 は な い もの と思わ れ る．岡山県 と鳥取県 の 県境 に

も標高 1400m 以 上 の 中国山地 が あ り， 鳥取県倉吉測

候所 の 最多風 向が南で あ る こ とか ら，鳥取県か らの花

粉飛散は少な い と思 わ れ る．ま た，広島県北部 に つ い

て も同様で ，岡山県 と広島県との 県境 に は広島県側に

標高 600〜1400m の 吉備高原の
一

部が あ り，こ の 吉備

高原 を越 えて 花粉が飛散 して くる と は 考 えに くい ．

　富山県に お ける平 ら14）の 標高別によるス ギ花粉 の 飛

散調査 に よ る と，ス ギ 林は標高 100m 前 後 か ら 2050

m 付 近 まで あるが，主要 な花粉供給源 は標高 200m

以 下 で あ り，標高 600m 以上 の ス ギ林か ら の 花粉は ほ

とん ど な い と報告 して い る．佐橋 ら1〕に よる と
， 標高

240〜28〔〕m の 山形盆地 で は標高 500〜600m の ス ギが

開花 して い る時期が最多飛散時期と 報告 し て お り，均
一

に 植林 さ れ た 標 高 1000m の モ デ ル に お い て 標 高

600m が ス ギ花粉輸送能が最大 に な る と述べ て い る．

小笠原 ら］5）による と，中国山地，富山県，山形県で は

高所 よ りの花粉 は少な く， 高所から低地へ の 花粉 の 飛

散を打 ち消す現象が あ り， 兵庫県の 中国 1［［地お よ び 六

甲の 標高別 ス ギ植林面積 を詳細に検討 した結果，中国

山 地 で は標高 500m まで が花粉 源と して 重要で ，320

m 以下が特に重要だと報告して い る．

　 この こ とか ら，岡山県落合地 区で は，他県か ら 中国

山地 や吉備高原 を 越 えて 飛散 して くる ス ギ ・ヒ ノ キ科

花粉の 可能性 は少ない もの と思われる．岡山県 の ス ギ

・ヒ ノ キ 植林面積は，津山地域 を含 め た 県 中北部が

85，7％ を占め て い る こ と はすで に報告した 4）．真庭地

域 は，県内の ス ギ
・

ヒ ノ キ全植林面積の 22．6％ を占め

て い る．こ の 植林面積 ， 地勢図や 最多風 向か ら，落合

地区 の 年間 ス ギ ・ヒ ノ キ科花粉総数に影響 を与える と

考 えられる主な花粉供給地域は，標高 600m 以 下 の 真

庭地域 で ある と考 え ら れ る．落合地 区の 1990〜1998

年 の 年 間 ス ギ ・ヒ ノ キ科花粉 の 平均数 は，10278 個／

cm2 で県内最多で あっ た．

　岡山県中南部の 岡山地区 （岡山市理大町）は，剛 1i

平野 に 流れ る 旭 川の 下流 に 位置 し上 流 に は 久世町 が あ

る．久世測候所の 最多風向は北北西か ら北 で あ り，阿

新，真庭 地 域 と津山 地 域 の
一

部で 育成 され た ス ギ ・ヒ

ノ キ花粉が旭川 に そ っ て 岡山地区に飛散して きて い る

こ とが考え られ た．岡山測候所 の 最多風向が東北東で

あ る こ とか ら，和気町方面か らも花粉が飛散して い る

こ とが考 えられ る．岡山地域 の ス ギ ・ヒ ノ キ植林面積

は，県内 3．9％ に あた る 5633ha で あ りス ギ ・ヒ ノ キ科

花粉の 年間平均数は ， 県内最少 の 2023個／Cm2 で あ っ

た．

　岡山県 南部 の 児島地 区 （倉敷市児島） は，高梁川 の

下流 に位置 し上流 に は新見市がある．阿新 ， 高梁地域

の ス ギ ・ヒ ノ キ 植林 面積合計 は，36256ha と岡山県内

の 25．0％ を占め て い た．高梁川上 流の 新見測候所の 最

多風向は，西北西か ら北西で 高梁川ぞい に 岡 山 平野 に

吹い て お り，阿新，高梁地域 の ス ギ ・ヒ ノ キ花粉が飛

散して い る こ とが推測され た ．他県か らは ， 広島県か

らの 影響が考え られ る．広島県庄原測候所の 最多風向

は西北西 で あ る が ， 広島県側 にある標 高 600〜1400m

の 吉備高原 に 遮 られ て い る こ とや ， 倉敷測候所 の 最多

風向が南西 と北東 で あ る こ とか ら，直接岡 山 県南部 に

花粉が飛散 して い る と は思 わ れな い ．しか し，府中測

候所の 最多風向が 北 西で あ る こ とか ら，芦田川 にそ っ

て 府 中方面 に向か い 瀬戸内海に吹 い て い る と思 わ れ

る．そ して，倉敷測候所の 最多風向が高梁川 に そ っ た

南西 も多い こ と を考慮す る と，広 島県の 府中方面 か ら

芦田川ぞ い に瀬戸 内海に飛散した花粉が ， 高梁川 の 河

目 か ら川 に そ っ て 倉敷方面まで飛散し て い る 可能性が

ある．

　岡lh県南部の 児島地区は ， 倉敷市 の 南端 にあ り瀬戸

内海 に 面 し て い る の で，香川県か らの 影響 を検討し て

み た．香 川県で は，財 田，多度津，高松の 各測候所と

も四 国山脈 に そ っ て 西か ら西南西 の 最多風向となっ て

い た ．香川県の ス ギ ・ヒ ノ キ植林 面積が 岡山県 の わず

か 10％ 未満で あ る こ とや ，最多風向などか ら香川県か

ら剛 ll県へ の 花粉飛散は 少 な く，兵庫県や 大阪府方面

に多 く飛散 して い る と考 え ら れ る．多度津，高松測候

所で は 北 の 最多風 向 もあ り，岡山県か ら花粉が飛散し

て い る と思われ た．岡山県南部の 倉敷地域 の ス ギ ・ヒ
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ノ キ植林面積は ， わずか 954ha と県内最少の 0．7％ に

す ぎな い が ，高梁川 上 流 の 阿新や高梁地域，岡山県南

東部，県中南部，広島県 の 芦 出 川ぞ い に 瀬 戸 内海 に 飛

散 した花粉の 影響が 考え られ ， 年問の ス ギ ・ヒ ノ キ科

花粉平均数は，岡山地区 よ り多い 2301 個／Cm2 で あ っ

た ．

　岡山県南東部の 和気地区 （和気郡和気町）は，3 大河

川 の 1 つ で あ る 吉井川 の 下流 に位置し ， 1二流 に は津山

盆地が あ る，津山測候所の 最多風 向は ，津山盆地 を横

切 る 吉井川 に そ っ て 西か ら北西方向となっ て い た．津

山地域は ， 県内 の ス ギ ・ヒ ノ キ 全植林面積の 29，4％ を

占め て お り，津山地域で成育され た ス ギ ・
ヒ ノ キ花粉

が吉井川ぞ い に和気地区 まで 飛散 して い る こ とが推測

され た．そ の ほ か，和気地 区に影響を 及 ぼ して い る と

考 え られ る の は，兵庫県南西部 で ある．一
宮測候所の

最多風向は ， 北北東か ら北 で揖保川に そ っ て お り，和

気測候所の 最多風向も北北 東で あ る こ と を考える と，

兵庫県南西部か らも花粉 の 飛散があ る と思 われ る．

　三 好 ら16〕は，1989 年の 2〜5 月に 岡 111県南東部 の 利

気地区 に お い て 明瞭な 3 峰性 の ピーク を認め ， 4 月下

旬か ら 5月上旬 に ネズ花粉が飛散して い る こ とを報告

し た．ネ ズ は ヒ ノ キ科 に 属 し， 光学顕微鏡下 で の ヒ ノ

キ花粉 との 識別は困難で あ る．ネズ は瀬戸 内海沿岸の

花崗岩地帯に広く分布して お り，県南東部の 和気町 を

中心 とした 「ホ ウ キネ ズ 」 は有名で あ る．岡山地区と

児 島地区で もネズ花粉と思 われ る低い ピーク が認め ら

れ る が，和気地区で 最 も多 く飛散 して い る と報告 して

い る 16）．岡山県南東部の 和気町を含め た束備地域 は，

ス ギ ・ヒ ノ キ 植林面積 が わ ず か 3704・ha と 岡山県の 植

林面積 の 2．6％ しか な い が ， 津山地域 や 兵庫県南西部

の ス ギ ・ヒ ノ キ花粉，和気町を中心と した ネズ花粉の

影響が考 えられた．和気地区 の 年間の ス ギ ・ヒ ノ キ科

花粉 の 平均数は，県内で 2 番 目に多 い 2652 個／Cm2 で

あ っ た．

　 こ の よう に 岡山県の ス ギ ・ヒ ノ キ科花粉の 主要な供

給地 域 は，ス ギ ・
ヒ ノ キ植林面積 ， 最多風 向 と地勢図

か ら標高 600m 以下 の 県 中北部で あ り， 旭川 ， 高梁川 ，

吉井川 の 3大 河川 に そ っ て 岡山平野 に 向か い ，時計回

りに東寄 りの 風 に乗 っ て 岡山平野 に 飛 散して い る と考

えられた．

　ス ギ花粉数や ス ギ ・ヒ ノ キ 科花粉数 と前年 7 月 の 気

象 条 件 と は ， よ く相 関 す る こ と が 報告 さ れ て い

る 1）4）17｝
−
22｝．宇佐神 らユ7｝は，相模 原市 に お け る 15 年

間 の 調杏結果 と して ，前年 7 月 の 平均湿度 が ス ギ花粉

数と最も相関が 高い こ とを報 告した．また ， LLJ崎 らls〕

に よ る全 国調企 （福 岡市，熊本市，佐賀市，宇部市，

岐阜市 ，相模原市） で は ，前年 7 月の 平均気温が よ く

相関す る と報告して い る．しか し，宇佐神や 山崎 とも

に，ス ギ花粉数 と降水 量 との 間 に相関関係 は 認 め られ

なか っ た と述べ て い る．一
方，岸川 らは19）

， 福岡市 の

長期観 測か ら，ス ギ ・ヒ ノ キ科花粉総数と前年 7 月の

気象条件 （月平均気温 ，日照時間，湿度，雲 』ll，最高

気温，降水量）す べ て との 間 に，止 また は負の右意な

相 関関係 が あ る と報告し た．こ の ように ，花粉数 と降

水量 と の 相 関関係 に異な っ た報告がある の は，気温 や

H照時間などは地域 間に そ れ ほ ど差 が な い の に対 し，

降水量 は地域的な変化が大 きい ためと思われる．こ の

こ とか ら ， 内陸部 の 盆地 で は四方 からス ギ ・ヒ ノ キ科

花粉が飛散 して お り，ス ギ ・ヒ ノ キ科花粉の 供給地域

が 推定出来ず，花粉供給地域 の 降水量 で 検討 され て い

ない こ とが考え られた．

　岡由県の場合，津山測候所の 7 月 の 平均気温値お よ

び 日最高気温平均値が，岡山県内 4 花粉観測地区 の ス

ギ ・ヒ ノ キ科花粉数，岡山地区 の ス ギ花粉数お よび ヒ

ノ キ科花粉数との 問 にそれぞれ極 めて 高 い 相関関係が

認め られ た，降水量 に 関 して も，津山測候所 の 前年 7

月の 降水量 と右意な負 の 相関関係が認め られた．こ の

よ うに，目最高気温平均値，平均気温値，降水量す べ

て で 良好な相関関係が 認 め られ た の は，津山測候所 を

含め た 中国山地 の 各測候所 で あ っ た，こ の こ とは，前

述 した ス ギ ・ヒ ノ キ の植林面積，最多風向や地勢図か

ら推測 され た年間の ス ギ ・ヒ ノ キ科花粉総数 に影響を

及 ぼ す供給地域 が ， 津山地域を含め た 県 中北部 で ある

こ との 裏付け に な る と思 われる．

　 ス ギ花粉数や ス ギ ・ヒ ノ キ科花粉数 は 年度 に よ っ て

著 し い 変 動 の あ る こ と は ， す で に報 告 され て い

る
］）’01fi）20）22）。岸川 ら19）に よ る 福岡市の 調査 で は，ス ギ

花粉症新患者数は，ス ギ
・ヒ ノ キ科花粉飛散数 の 年次

変動 と相関す る と 報告 して い る．また宇佐神 らZ3＞は，

我が国に お い て ス ギ花粉飛散量の 多い 年は患者が多 い

と述べ て い る．

　
一

方 ， 小児患者 に 対する 山 口 ら24〕の調査 か ら，ス ギ

皮内反応陽性小児患者の 割合 は，19．・68 年か ら 1979年

まで が 5〜10％ で あ っ たの に 対 し，1980年以 降は 30
〜40％ に増加 し て い る こ と が明 らか にな っ た．増 田

ら z5〕は，小児 ア レ ル ギ
ー

性鼻炎患者 で ス ギ に 感作 され

て い る もの の 割合が ， 過去 20年で 明ら かに増加 して お

り， 特に そ の感作例 の うち花粉飛散時期 に自覚症状 の
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な い もの が，27．8％ を占め て い る と報告 して い る．

　 こ の よ うな背景 を考慮す る と， 花粉症 の 発症 や 予防

対策に ， 年間の ス ギ花粉数や ス ギ ・ヒ ノ キ科花粉数の

予測 は重要 な情報 とな る．今まで ，花粉数 を予測す る

手段として ，前年 7 月の 気象条件04）17〕 22）が利用さ れ

て い る が ，実際は 予想 どお りとは な っ て い な い ．こ の

原因 として ， 樹木の 植物生理学的なnvajlS）19）2L）などが

関与して い る こ とに加え ， ス ギ ・ヒ ノ キ科花粉の 供給

地域の 気象条件 で 検討され て い ない こ と が考 え られ

る．

　今回，わ れ われ の行 っ た調査 に よ り，最多風向，降

水量 ， 最高気温平均値 な ど の 気象条件 か ら
， 花粉供給

地域を推定し ， そ の 地 区の気象条件を用 い る こ とで よ

り正確な予測式を得 られ る可能性が 示唆さ れ た 。

　稿 を 終える に あた り， 貴重な 花粉資料 を提供 し て い た だ

い た備讃 空 中花粉 研究会の 山 本直樹，堀部　徹，神原 公 子諸

先生 に お礼申 し上 げます．また，気象に 関する 資料 を提供 し

て い た だい た 凵本気象協会の 山 本剛弘氏 ， 終始 ご 指導い た

だ い た 岡 山理 科大 学三 好 教 夫教 授 に 深謝 い た し ます．
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 ASSUMI)TION  OF  THE  AREA  SUPPLYING  OKAYAMA  PREFECTURE  WITH

Ci:yptomeria japonica AND  CUI)RESSACEAE  AIRBORNE  POI.LEN,  AND  OF  THEIR
                        SCATTERING  ROUTES

     HiroyukiNambai), KatuyoshiSaitou2) andNorioSahashi3)

        
i)Pharmacy,

 Kurashiki Municipal Kojima Shimin Hospital
2-)
 Department of Internal Medicine, Kurashiki Municipal Kojima Skimin HbspitaJ

          
3)SchooJ

 ofPharfnaceutical Sciences Toho  University

    It is very  important to predict and  disseminat.e information about  the total pollen counts  of both Cryp-

tomeTia japonica and  Cupressaceae for patients with  pollinosis. In Okayama  Prefecture, we  have reported  that

1/he pollen counts  of both Cryptomeria iaponica and  Cupressaceae are  influenced by the meteorological  condi-

tions  in the  previous  July. We  predicted the area  supplying  Okayama  Prefecture with  Cryptomeria japonic,a and

Cupressaceae poiEen, and  also  the route  of  airborne  pollen  from the meteorological  conditions  and  a  topo-

graphica! map  of Okayama  and  four i)eighboring  prefectures.

   It was  fbund that Cryptomeria 1'aponicu and  Cupressaceae pollen counts  at  the four observation  sites c:orre-

lated very  well  with  the meteorological  conditions  at  Tsuyama  weather  station  in Okayama  prefeeture.

    Therefore, we  considered  that the areas  supplying  Okayarna prefecture with  Ciypto'meria 1'aponice and

Cupressaceae pollen were  the central  northern  areas  including Tsuyama,  85,7% oi whose  plantation areas

contained  Cryptomeria 1'aponica and  Chantaecyparis obtusa, and  that their pollen was  carried  along  the routes  of

three major  rivers,  R. TakahashL  R. Asahi and  R. Yoshii.


